
デマンド乗合バス・タクシーの導入
～安曇野市における新交通システム（デマンド交通）「あづみん」～

○事業概要

平成１８年７月長野県安曇野市（平成１７年１０月５町村が合併、人口約１０万人）において、合併後の地域
公共交通の確保・充実及び、地域間の交流や連携ができる、新たな公共交通システムの構築を図るため、関
係者の連携の下「安曇野地域における公共交通システム構築」検討委員会を設置し検討を行った。

平成１９年９月より全市を対象に大規模なデマンド交通を中心とした新公共交通システム「あづみん」の実証
実験運行を行っている。（利用する場合は、市へ利用登録が必要）

「あづみん」運行エリア

※料金：大人（中学生以上）３００円、小学生１００円
障害者１００円、未就学児 無料

■平成２０年７月末現在の状況 デマンド車両数：１４台 利用登録者数：２３，３８９人 １日の利用人員：約３５０人

○事業内容

○利用状況

旧システム 新システム

・市営バス、循環バス ・定時定路線（３路線）

・地域振興バス ・デマンド交通

・デマンド交通 　　５地域＋共通エリア

・外出支援事業（高齢者）

平成18年度　48,513 人/年　⇒ 試行１年間 81,225 人/年


